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♯007令
和
７
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

国
土
交
通
省
道
路
局
、
地
方
整
備
局
等
と

の
意
見
交
換

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
６
月
13
日
に
国
土
交

通
省
道
路
局
、
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

各
地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
及
び
沖

縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
の
５
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

各
局
は
、
工
事
量
の
安
定
が
経
営
や
雇

用
に
重
要
と
認
識
し
つ
つ
も
、
予
算
や
事

業
進
捗
の
影
響
で
年
度
ご
と
の
変
動
は
避

け
ら
れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、補

正
予
算
や
早
期
発
注
な
ど
を
活
用
し
、
で

き
る
限
り
予
算
の
安
定
確
保
に
努
め
る
方

針
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｐ
Ｃ
技
術
の
継
承
と
若
者
が
も
の

づ
く
り
に
魅
了
さ
れ
る
よ
う
な
、
新
規
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
創
生
を
要
望
し
、国
土
強
靱
化

計
画
や「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
２
０
５
０
・
政

策
集
」に
基
づ
き
、
大
規
模
な
道
路
事
業
が

推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
は
新

た
な
技
術
開
発
と
若
手
技
術
者
の
活
躍
が

不
可
欠
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　
「
土
日
、
祝
日
を
含
め
た
完
全
週
休
二
日

の
推
進
」、「
総
労
働
時
間
の
削
減
」、「
技
能

労
働
者
の
処
遇
改
善
」を
提
案
し
ま
し
た
。

　

各
局
か
ら
は
、
祝
日
を
含
め
た
完
全
週

休
二
日
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
建
設
業
界
の
実
態
等
を

踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
る
意
向
を
示
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、総
労
働
時
間
削
減
に
向
け
、

工
事
書
類
の
簡
素
化
の
活
動
を
強
化
し
て

い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。労
働
者

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
各
局
と
も
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）
の
普
及
と
賃
金
制
度
の
整
備
に
取
り

組
む
方
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

多
く
の
局
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
採

用
を
、
生
産
性
向
上
、
省
人
化
・
省
力
化
、

安
全
性
向
上
、
工
期
短
縮
に
有
効
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
検
討
・
推

進
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

　

各
局
はEarly Contractor Involve

-m
ent（ECI

）方
式
を
、
仕
様
確
定
が
難
し

い
高
度
技
術
を
要
す
る
工
事
に
有
効
と
評

価
し
て
い
ま
す
。既
に
複
数
の
実
績
が
あ

り
、
施
工
円
滑
化
・
工
程
短
縮
・
品
質
確

保
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

適
用
可
能
な
工
事
で
活
用
を
推
進
し
て
い

く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

５
．機
能
性
向
上
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性
を

　

 

有
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
建
築
の  

　

 

推
進

　

建
築
現
場
に
お
い
て
も
、
品
質
・
耐
久

性
の
高
さ
、
大
空
間
の
確
保
な
ど
Ｐ
Ｃ
構

造
物
の
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
に
理
解
し
て
お

り
、
庁
舎
計
画
等
の
建
築
物
の
特
性
に
応

じ
て
適
材
適
所
で
活
用
を
検
討
し
て
い
く

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
８
月
に
西
日
本
高
速

道
路
㈱
、10
月
に
中
日
本
高
速
道
路
㈱
、11

月
に
東
日
本
高
速
道
路
㈱
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

次
の
４
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

　

 

確
保

　

特
定
更
新
事
業
や
４
車
線
化
事
業
に
つ

い
て
、
今
後
の
事
業
概
要
及
び
中
期
的
発

注
見
通
し
の
公
表
な
ど
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
お
り
、
発
注
時
期
の
平
準
化
に
つ

い
て
も
余
裕
工
期
の
設
定
等
に
よ
り
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

週
休
２
日
は
発
注
者
指
定
方
式
で
発
注

し
て
お
り
、
今
後
は
完
全
週
休
２
日
に
向

け
て
さ
ら
に
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
と

の
回
答
で
し
た
。ま
た
、総
労
働
時
間
の
削

減
に
関
し
、
ス
リ
ム
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

浸
透
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

生
産
性
向
上
の
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

構
造
の
有
効
性
を
踏
ま
え
今
後
も
、
総
合

的
な
判
断
の
上
、
採
用
を
検
討
し
て
い
く

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
な
提
案
を
歓
迎
す
る

と
の
回
答
で
し
た
。

4
．大
規
模
更
新
事
業
に
お
け
る

　

 

公
告
資
料
の
さ
ら
な
る
明
確
化

　
工
事
円
滑
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

現
地
調
査
や
関
係
機
関
協
議
を
十
分
に
行

い
、不
確
定
要
素
を
排
除
し
た
公
告
資
料
の

作
成
に
努
め
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　

道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

を
対
象
と
す
る
「
令
和
７
年
度
道
路
功
労

者（
主
催
：（
公
社
）日
本
道
路
協
会
）」に
、

Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
た
３
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

極
東
興
和
㈱　
　
　

茶
木　

  

悟 

氏

　

昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田 

甲
一
郎 

氏

　

日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐 

久
尚 

氏

令
和
７
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　

令
和
７
年
10
月
28
日
に
東
京
都
文
京
区

の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
令
和
７
年
度

「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰（
建
設

マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・

建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー
に
４
５
２
人
、

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
に
１
１
９
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４

人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推

薦
し
、合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

　

㈲
仙
波
組　
　
　
　

上
松 

雅
弘 

氏

　

㈱
国
土　
　
　
　
　

佐
野 　

毅 

氏

　

㈱
鈴
木
組　
　
　
　

中
村 

直
之 

氏

　

㈱
岩
永
建
設　
　
　

山
下 

真
司 

氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
上
山　
　
　
　
　

上
山 

貴
也 

氏

　

㈱
和
工　
　
　
　
　
田
中 

佑
典 

氏

▲ 意見交換会の様子

石
川
県
知
事
よ
り
令
和
六
年
能
登

半
島
地
震
・
令
和
六
年
奥
能
登
豪

雨
災
害
に
関
す
る
感
謝
状

　

Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
建
協
北
陸
支
部
は
、

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及
び
令
和
六
年

奥
能
登
豪
雨
災
害
に
際
し
、
被
災
地
域
の

復
興
・
復
旧
に
向
け
て
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
て
石
川
県
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
12
月
10
日
に
金
沢
市
内
の
石

川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
災
害
対
応
力
の
強
化
と
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
通
じ
て
地
域
の
安
全
・
安
心
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
場
見
学
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
７
年
10
月
14
日
に
北
海
道
新
幹
線
、

南
一
線
橋
り
ょ
う（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
形
け
た
）工
事

の
う
ち
第
１
高
砂
Ｂ
Ｌ
工
事
の
工
事
現
場

で
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
の
職

員
14
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

本
橋
は
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ

Ｕ
形
コ
ン
ポ
桁
橋（
橋
長
25
ｍ
、
30
ｍ
、
施

工
基
面
幅
11
・
８
ｍ
、ク
レ
ー
ン
架
設
、オ

リ
エ
ン
タ
ル
白
石
・
日
本
ピ
ー
エ
ス
北
海

道
新
幹
線
、南
一
線
橋
り
ょ
う（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
形

け
た
）Ｊ
Ｖ
）で
す
。

　

当
日
は
初
め
に
座
学
で
本
工
事
の
事
業

概
要
、橋
梁
の
構
造
形
式
、架
設
工
法
な
ど

と
Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
説
明
。

次
に
工
事
現
場
へ
移
動
し
、
床
版
横
組
工

と
橋
面
工
の
施
工
を
見
学
し
て
も
ら
い
、

Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
９
月
25
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
四
国
横
断
自
動
車
道
江
田
高
架
橋
上

部
Ｐ
Ａ
34-

Ａ
Ａ
２
工
事
の
現
場
と
関
西

ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
の
本
社

工
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
創
造
技

術
工
学
科
建
設
コ
ー
ス
３
年
生
８
人
と
教

職
員
３
人
の
計
11
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
Ｐ
Ｃ
８
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋

（
橋
長
３
０
６
ｍ
）の
う
ち
の
４
径
間
で
す
。

架
設
工
法
は
ク
レ
ー
ン
架
設
と
ガ
ー
ダ
ー

併
用
架
設
で
す（
三
井
住
友
建
設
㈱
）。

　

当
日
は
現
場
概
要
、施
工
ス
テ
ッ
プ
、Ｐ

Ｃ
構
造
を
説
明
後
、
橋
面
上
へ
移
動
し
施

工
状
況
の
見
学
と
Ｐ
Ｃ
構
造
の
解
説
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
工
場
で
は
Ｐ
Ｃ
桁
の
製

作
状
況
と
P
C
、R
C
、無
筋
の
3
種
類
の

板
を
用
い
た
比
較
の
説
明
と
載
荷
試
験
の

状
況
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
現
場
見
学
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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グ
を
行
い
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

生
産
性
向
上
の
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

構
造
の
有
効
性
を
踏
ま
え
今
後
も
、
総
合

的
な
判
断
の
上
、
採
用
を
検
討
し
て
い
く

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
な
提
案
を
歓
迎
す
る

と
の
回
答
で
し
た
。

4
．大
規
模
更
新
事
業
に
お
け
る

　

 

公
告
資
料
の
さ
ら
な
る
明
確
化

　
工
事
円
滑
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

現
地
調
査
や
関
係
機
関
協
議
を
十
分
に
行

い
、不
確
定
要
素
を
排
除
し
た
公
告
資
料
の

作
成
に
努
め
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　

道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

を
対
象
と
す
る
「
令
和
７
年
度
道
路
功
労

者（
主
催
：（
公
社
）日
本
道
路
協
会
）」に
、

Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
た
３
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

極
東
興
和
㈱　
　
　

茶
木　

  

悟 

氏

　

昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田 

甲
一
郎 

氏

　

日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐 

久
尚 

氏

令
和
７
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　

令
和
７
年
10
月
28
日
に
東
京
都
文
京
区

の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
令
和
７
年
度

「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰（
建
設

マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・

建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー
に
４
５
２
人
、

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
に
１
１
９
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４

人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推

薦
し
、合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

　

㈲
仙
波
組　
　
　
　

上
松 
雅
弘 

氏

　

㈱
国
土　
　
　
　
　

佐
野 　

毅 
氏

　

㈱
鈴
木
組　
　
　
　

中
村 

直
之 
氏

　

㈱
岩
永
建
設　
　
　

山
下 

真
司 

氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
上
山　
　
　
　
　

上
山 

貴
也 

氏

　

㈱
和
工　
　
　
　
　
田
中 

佑
典 

氏

▲ 北海道開発局小樽開発建設部の座学の様子

▲ 表彰状（右：PC建協本部、左：北陸支部）

石
川
県
知
事
よ
り
令
和
六
年
能
登

半
島
地
震
・
令
和
六
年
奥
能
登
豪

雨
災
害
に
関
す
る
感
謝
状

　

Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
建
協
北
陸
支
部
は
、

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
及
び
令
和
六
年

奥
能
登
豪
雨
災
害
に
際
し
、
被
災
地
域
の

復
興
・
復
旧
に
向
け
て
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
て
石
川
県
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
12

月
10
日
に
金
沢

市
内
の
石
川
県

地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
執

り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
災
害

対
応
力
の
強
化

と
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
通
じ
て
地

域
の
安
全
・
安

心
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

現
場
見
学
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
７
年
10
月
14
日
に
北
海
道
新
幹
線
、

南
一
線
橋
り
ょ
う（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
形
け
た
）工
事

の
う
ち
第
１
高
砂
Ｂ
Ｌ
工
事
の
工
事
現
場

で
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
の
職

員
14
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

本
橋
は
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ

Ｕ
形
コ
ン
ポ
桁
橋（
橋
長
25
ｍ
、
30
ｍ
、
施

工
基
面
幅
11
・
８
ｍ
、ク
レ
ー
ン
架
設
、オ

リ
エ
ン
タ
ル
白
石
・
日
本
ピ
ー
エ
ス
北
海

道
新
幹
線
、南
一
線
橋
り
ょ
う（
Ｐ
Ｃ
Ｕ
形

け
た
）Ｊ
Ｖ
）で
す
。

　

当
日
は
初
め
に
座
学
で
本
工
事
の
事
業

概
要
、橋
梁
の
構
造
形
式
、架
設
工
法
な
ど

と
Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
説
明
。

次
に
工
事
現
場
へ
移
動
し
、
床
版
横
組
工

と
橋
面
工
の
施
工
を
見
学
し
て
も
ら
い
、

Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
９
月
25
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
四
国
横
断
自
動
車
道
江
田
高
架
橋
上

部
Ｐ
Ａ
34-

Ａ
Ａ
２
工
事
の
現
場
と
関
西

ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
の
本
社

工
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
創
造
技

術
工
学
科
建
設
コ
ー
ス
３
年
生
８
人
と
教

職
員
３
人
の
計
11
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
Ｐ
Ｃ
８
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋

（
橋
長
３
０
６
ｍ
）の
う
ち
の
４
径
間
で
す
。

架
設
工
法
は
ク
レ
ー
ン
架
設
と
ガ
ー
ダ
ー

併
用
架
設
で
す（
三
井
住
友
建
設
㈱
）。

　

当
日
は
現
場
概
要
、施
工
ス
テ
ッ
プ
、Ｐ

Ｃ
構
造
を
説
明
後
、
橋
面
上
へ
移
動
し
施

工
状
況
の
見
学
と
Ｐ
Ｃ
構
造
の
解
説
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
工
場
で
は
Ｐ
Ｃ
桁
の
製

作
状
況
と
P
C
、R
C
、無
筋
の
3
種
類
の

板
を
用
い
た
比
較
の
説
明
と
載
荷
試
験
の

状
況
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
現
場
見
学
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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け
た
）Ｊ
Ｖ
）で
す
。

　

当
日
は
初
め
に
座
学
で
本
工
事
の
事
業

概
要
、橋
梁
の
構
造
形
式
、架
設
工
法
な
ど

と
Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
説
明
。

次
に
工
事
現
場
へ
移
動
し
、
床
版
横
組
工

と
橋
面
工
の
施
工
を
見
学
し
て
も
ら
い
、

Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
９
月
25
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
四
国
横
断
自
動
車
道
江
田
高
架
橋
上

部
Ｐ
Ａ
34-

Ａ
Ａ
２
工
事
の
現
場
と
関
西

ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
の
本
社

工
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
創
造
技

術
工
学
科
建
設
コ
ー
ス
３
年
生
８
人
と
教

職
員
３
人
の
計
11
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
Ｐ
Ｃ
８
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋

（
橋
長
３
０
６
ｍ
）の
う
ち
の
４
径
間
で
す
。

架
設
工
法
は
ク
レ
ー
ン
架
設
と
ガ
ー
ダ
ー

併
用
架
設
で
す（
三
井
住
友
建
設
㈱
）。

　

当
日
は
現
場
概
要
、施
工
ス
テ
ッ
プ
、Ｐ

Ｃ
構
造
を
説
明
後
、
橋
面
上
へ
移
動
し
施

工
状
況
の
見
学
と
Ｐ
Ｃ
構
造
の
解
説
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
工
場
で
は
Ｐ
Ｃ
桁
の
製

作
状
況
と
P
C
、R
C
、無
筋
の
3
種
類
の

板
を
用
い
た
比
較
の
説
明
と
載
荷
試
験
の

状
況
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
現
場
見
学
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
７
年
11
月
４
日
に
東
京
大
学
工
学

部
社
会
基
盤
学
専
攻
の
３
年
生
20
人
を
対

象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
概
要
と
施
工
事
例
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
業
界
の
概
要
、
職
務
内

容
や
資
格
、
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
経
験

談
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
都
内

の
Ｐ
Ｃ
建
築
物
の
施
工
事
例
を
紹
介
し
、

最
後
に
神
鋼
鋼
線
工
業
㈱
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
鋼

材
の
緊
張
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
７
年
10
月
９
日
に
福
井
工
業
大
学

建
築
土
木
工
学
科
の
２
年
生
23
人
を
対
象

に「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
Ｐ

Ｃ
）橋
の
概
要
と
施
工
」と
題
し
た
講
義
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
歴
史
や
特
徴
、
種

類
と
い
っ
た
概
要
、Ｐ
Ｃ
橋
の
製
作
、架
設

工
法
、現
場
施
工
、県
内
外
の
構
造
物
の
実

例
を
説
明
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
の
職
業

選
択
の
参
考
に
な
る
よ
う
最
後
に
建
設
現

場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
10
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
７
年
10
月
８
日
に
宮
城
県
多
賀
城

市
の
東
北
地
方
整
備
局
東
北
技
術
事
務
所

で
の
「
令
和
７
年
度
道
路
構
造
物
技
術
セ

ミ
ナ
ー
（
主
催
：
東
北
地
方
整
備
局
道
路

部
）」に
お
い
て
、
東
北
地
方
整
備
局
の
技

術
系
職
員
な
ど
12
人
に
対
し
「
Ｐ
Ｃ
橋
の

橋
梁
形
式
・
架
設
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

解
説
し
ま
し
た
。

９人四国 四国横断自動車道江田高架橋、
関西ピー・エス・コンクリート㈱PC工場 徳島大学理工学部3年生

30人東北 国道286号南赤石1号橋梁 （一社）建設コンサルタンツ協会東北支部会員

85人北海道 金山ダム、十勝橋 室蘭工業大学教職員、建設業従事者

30人北海道 日本高圧コンクリート㈱栗山工場、恵庭栗山線馬追橋 苫小牧市民、苫小牧工業高等専門学校教職員

28人北海道 日本高圧コンクリート㈱栗山工場、恵庭栗山線馬追橋 札幌工科専門学校1、2年生、教職員

22人関西 西脇北バイパス下戸田高架橋 近畿地方整備局職員

28人関西 オリエンタル白石㈱滋賀工場 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部会員

35人北海道 臼尻漁港橋梁 函館工業高等専門学校3年生、教職員

47人

3日

6日

10日

13日

22日

5日

20日

21日

26日

12月

8月

10月

10月

9月

11月

11月

11月

11月 関東 江川利保通り橋 前橋工科大学3、4年生、大学院生

開催日 人数支部名 見学会場 参加団体・参加校

▲ 東京大学での緊張実演の様子

▲ 福井工業大学での講義の様子

（
九
州
支
部
）

　

令
和
７
年
９
月
５
日
に
大
分
県
大
分
市

の
大
分
中
央
公
民
館
で
「
―
実
務
に
役
立

つ
―
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

築
設
計
・
施
工
勉
強
会（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
、

共
催
：（
一
社
）日
本
建
築
構
造
技
術
者
協

会
九
州
支
部
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
会
員
15
人
に
Ｐ
Ｃ
建
築
の
設
計
、
工
事
、

施
工
管
理
の
解
説
と
、Ｐ
Ｃ
建
築
物
の
実

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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開催日 人数支部名 講習名 主催・共催

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
10
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
７
年
10
月
８
日
に
宮
城
県
多
賀
城

市
の
東
北
地
方
整
備
局
東
北
技
術
事
務
所

で
の
「
令
和
７
年
度
道
路
構
造
物
技
術
セ

ミ
ナ
ー
（
主
催
：
東
北
地
方
整
備
局
道
路

部
）」に
お
い
て
、
東
北
地
方
整
備
局
の
技

術
系
職
員
な
ど
12
人
に
対
し
「
Ｐ
Ｃ
橋
の

橋
梁
形
式
・
架
設
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

解
説
し
ま
し
た
。

▲ セミナーでの講習会の様子

▲ 勉強会の様子

（
九
州
支
部
）

　

令
和
７
年
９
月
５
日
に
大
分
県
大
分
市

の
大
分
中
央
公
民
館
で
「
―
実
務
に
役
立

つ
―
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

築
設
計
・
施
工
勉
強
会（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
、

共
催
：（
一
社
）日
本
建
築
構
造
技
術
者
協

会
九
州
支
部
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
会
員
15
人
に
Ｐ
Ｃ
建
築
の
設
計
、
工
事
、

施
工
管
理
の
解
説
と
、Ｐ
Ｃ
建
築
物
の
実

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

北陸 福井工業高等専門学校

関東 前橋工科大学工学部
北陸 富山県立大学工学部
中国 広島工業大学工学部

関西 和歌山工業高等専門学校

北陸 新潟大学工学部
九州 熊本大学工学部

中国 山口大学工学部 関東 茨城大学工学部

九州 九州大学工学研究院

北海道 室蘭工業大学理工学部
関東 木更津工業高等専門学校

北海道 北海道科学大学工学部

九州 鹿児島大学工学部

関西 大阪産業大学工学部

四国 香川高等専門学校

関西 関西大学工学部

関東 東京理科大学創域理工学部

北陸 金沢工業大学工学部

関東 早稲田大学創造理工学部

北海道 北海道大学工学部

26日

27日

5日

13日

17日

17日

14日、
21日

17日、
20日
20日

20日
20日、
27日

11月

11月

12月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月
11月

10日
16日、
20日
21日
21日、
28日
28日

6日、
13日

12日、
19日

7日

13日

30日、
4日

10月
10月

10月
10月

10月

11月

11月
11月

11月

10月
11月

学校名支部名開催日 学校名支部名開催日

　

そ
の
他
、
令
和
７
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

関西 京都府北部・橋りょう維持管理研修会（第133回） 京都府市町村道路メンテナンス
推進協議会 12人

中国 令和7年度第11回土木技術講習会 （公財）島根県建設技術センター 122人
（オンライン含）

四国 第34回鋼橋及びPC橋に関する技術講習会
（一社）建設コンサルタンツ協会四国
支部、（一社）日本橋梁建設協会、
PC建協

9/5高知：65人
9/10愛媛：87人
9/18徳島：31人
9/30香川：40人

25人東北 令和7年度橋梁技術研修 （公財）岩手県土木技術振興協会
16人東北 令和7年度福島県土木部専門研修 福島県土木部
14人関東 千葉県若手職員研修（工場見学） 千葉県
33人関東 令和7年度橋梁技術講習会 山梨県県土整備部道路整備課
30人北陸 令和7年度土木部技術職員研修（道路） 富山県土木部道路課
34人

5日

20日

5日
～30日

28日
28日
3日
3日
4日
5日

8月

8月

9月

8月
8月
9月
9月
9月
9月 関東 令和7年度土木専門研修（橋梁（PC橋）） （公財）長野県建設技術センター
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建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

（
中
国
支
部
）

　

令
和
７
年
10
月
29
日
と
30
日
の
２
日
間
、

広
島
市
南
区
の
県
立
広
島
産
業
会
館
東
展

示
館
を
主
会
場
に
「
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
５
ｉ
ｎ
ち
ゅ
う
ご
く
（
主
催
：

建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
（
Ｐ

Ｃ
建
協
な
ど
で
構
成
）」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー
ス
は
「
進
化
す
る 

Ｐ
Ｃ

技
術
の
開
発
と
社
会
へ
の
貢
献
」
を
テ
ー

マ
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
拡
充
や
人
々

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
技
術
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。▲ PC建協ブースの様子

▲ PC建協ブースの様子

開催日 人数支部名 講習名 主催・共催

東北 令和7年度土木部職員研修
「橋梁設計研修＜LIVE併用型＞」 宮城県 43人

中国 コンクリートの施工技術Ⅱ（初級） （公財）岡山県建設技術センター 10/3：54人
11/14：21人

関西 兵庫県技術講習会 （公財）兵庫県まちづくり技術センター 会場：29人
オンライン：30人

中部 橋梁点検・補修設計研修 静岡県建設技術監理センター 会場：18人
オンライン：8人

北陸 第11回けんせつセミナー2025
「橋梁Ⅱ（上部工の設計・施工編）」 (一財）新潟県建設技術センター 80人

北陸 小坂橋上部工工事を通じた橋梁研修
「（第1回）橋梁工事の基本」

新潟県土木部道路建設課橋りょう・
舗装係 9人

九州 道守養成講座特定道守コース
（コンクリート構造分野）

長崎大学大学院工学研究科
インフラ総合研究センター 11人

九州 設計技術者のためのリカレント教育講座
（オンライン講習）

（一社）建設コンサルタンツ協会
九州支部 140人

東北 令和7年度橋梁技術研修（鋼橋・PC橋編）
（オンライン講習） 山形県 130人

関西 大阪府技術講習会 大阪府八尾土木事務所、
（公財）大阪府都市整備推進センター 24人

北陸 第11回わかりやすいPC橋の施工技術研究会 PC建協北陸支部 11/12金沢：14人
11/20新潟：16人

関東 埼玉県技術講習会 埼玉県県土整備部道路街路課 会場：21人
オンライン：19人

228人中部 令和7年度技術講習会 （一社）建設コンサルタンツ協会中部支部

21人九州 令和7年度橋梁研修（スキルアップ研修） 宮崎県建設技術センター

22人中国 PC橋に関する研究会 島根県土木部道路建設課橋梁専門部門
26人北海道 令和7年度技術講習会 PC建協北海道支部

111人

19日

　3日
14日

10日

23日

24日

10日

24日

10日

22日

20日

12日、
20日

13日

　9日
18日、
19日

28日
12日

13日

9月

10月
11月

10月

10月

9月

10月

10月

10月

10月

11月

11月

11月

9月
9月

10月
11月

11月 中国 令和7年度PC橋勉強会（オンライン講習） 中国地方整備局道路部

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
11
月
21
日
と
22
日
の
２
日
間
、

愛
媛
県
松
山
市
の
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
（
愛

媛
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
）で「
建
設
フ
ェ
ア

四
国
２
０
２
５
ｉ
ｎ
松
山
（
主
催
：
四
国

建
設
広
報
協
議
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
で
構

成
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー
ス
で
は
展
示
パ
ネ
ル
に

よ
り
Ｐ
Ｃ
構
造
の
基
礎
、Ｐ
Ｃ
橋
の
最
新

技
術
や
橋
梁
模
型
を
使
っ
た
Ｐ
Ｃ
構
造
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。ブ
ー
ス
前
で
は
、子

供
た
ち
を
中
心
に
２
０
０
人
近
く
の
方
々

に
Ｐ
Ｃ
板（
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
板
）に
載
っ
て

も
ら
い
、Ｐ
Ｃ
の
し
な
や
か
さ
を
体
験
し

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
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編集後記
　まずは、2025年12月８日夜に発生した青森県東方沖地震により被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。被害を受けた地域および関係各位の皆さ
まに、深く哀悼の意を表するとともに、復旧・復興に向けた取り組みが着実に進むことを願っております。
　今回のルポは、地震発生の約１か月前に青森県を訪れ、縄文遺跡群を辿りながら、様 な々PC橋梁や構造物を取材しました。資料館で見た縄文土器の製造方法
の展示では、強度を高めるために粘土に砂や繊維を混ぜていた事例が紹介されており、現代の技術との共通点に深い感銘を受けました。取材では、八戸市から八甲
田山の山裾を抜け、青森市やつがる市を訪れましたが、青森にはまだ魅力的な名産品や場所、PC構造物も多く、すべてをご紹介できなかったのが心残りです。
　特別企画では、国土交通省道路局より高速道路更新事業の概要や経緯をご寄稿いただき、各高速道路会社からは床版取替工事、脱塩工法を用いた桁補
修、外ケーブル追加による桁補修、調査から補修補強設計など多岐にわたる様 な々取り組み事例をご紹介いただきました。国土強靭化施策として進めている高速
道路リニューアルプロジェクトにおける、PC技術の重要性を改めて感じました。
　今後も更新事業を含め、最新のPC技術を引き続きご紹介してまいります。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉野）

森田 康夫（編集委員長）、 石井 一生（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、阿部 悟、 黒木 信秀、 鈴木 裕二、
松井 敏二、堀 重伸、大塚 俊介、  牧　哲史、太野垣 泰博

編集委員会
荒畑 智志（部会長）、 武藤 浩美（副部会長）、 木村 良輔（副部会長）、
瀬戸 裕一郎（副部会長）、園田 健児、 河野 雅弘、 喜多 俊介、三輪 祥大、 浅野 真人、 
畑中 俊樹、福井 大樹、 中田 清博、 直井 秀市、 小林 晃一、渡邉 絵美、吉野 正道

編集部会

第
34
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、出
展

　
「
第
34
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
主
催
：（
公
社
）Ｐ
Ｃ
工
学
会
、
後
援
：
Ｐ

Ｃ
建
協
）」が
令
和
７
年
10
月
23
日
と
24
日

に
福
井
県
福
井
市
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ

ラ
ザ（
福
井
市
民
福
祉
会
館
）で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー
ス
に
は
多
数
が
来
場
し
、

北
陸
新
幹
線
の
主
要
な
Ｐ
Ｃ
事
業
な
ど
を

紹
介
し
た
他
、
学
生
等
担
い
手
の
方
々
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ま
ち
と
未
来
を
み

ん
な
で
つ
く
る
」を
配
布
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
中
部
支
部
）

東
海
環
状
自
動
車
道
（
本
巣
Ｉ
Ｃ
〜
大
野

神
戸
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　
令
和
７
年
８
月
30
日
に
東
海
環
状
自
動

車
道
の
本
巣
Ｉ
Ｃ
〜
大
野
神
戸
Ｉ
Ｃ
間

（
延
長
６
・
８
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。こ

の
開
通
に
よ
り
飛
騨
・
北
陸
方
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

岐
阜
県
本
巣
市
の
糸
貫
ぬ
く
も
り
の
里

で
催
さ
れ
た
開
通
式
典
で
は
地
元
関
係
者

な
ど
約
２
８
０
人
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
な
ど
が
催
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
本
巣
I
C
で
は
通
り
初
め
を

行
っ
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

国
道
１
６
１
号
湖
西
道
路
（
真
野
Ｉ
Ｃ
〜

坂
本
北
Ｉ
Ｃ
）４
車
線
化
、完
成

　
令
和
７
年
11
月
１
日
に
国
道
１
６
１
号

湖
西
道
路
の
真
野
Ｉ
Ｃ
〜
坂
本
北
Ｉ
Ｃ
間

（
延
長
６
・
６
㎞
）の
４
車
線
化
が
完
成
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、高
速
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
が
向
上
し
、
観
光
入
込
客
数
の

増
加
に
よ
る
観
光
産
業
や
地
域
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

滋
賀
県
大
津
市
の
大
津
市
北
部
地
域
文

化
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
た
開
通
式
典
で
は

地
元
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・
石
川
県
国
道
１
５
９
号
羽
咋
道
路
及
び

県
道
２
３
２
号
若
部
千
里
浜
イ
ン
タ
ー

線
・
兵
庫
県
県
道
18
号
加
古
川
小
野
線
東
播

磨
南
北
道
路
（
八
幡
三
木
ラ
ン
プ
〜
小

野
ラ
ン
プ
）

・
熊
本
西
環
状
道
路
砂
原
四
方
寄
線
（
池

上
工
区　

熊
本
駅
Ｉ
Ｃ
〜
花
園
Ｉ
Ｃ
）

暫
定
２
車
線
及
び
池
上
イ
ン
タ
ー
線

ご
う 

ど

こ  

せ
い

は　
く
い

▲ シンポジウムでのPC建協ブースの様子

▲ 東海環状自動車道見延第二高架橋
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